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1. 授業の概要（ねらい）
　前期と同様に、この科目は演習形式の授業で学生が各自の目標を明確にし、主体的・計画的に学修することを基本とし
ます。３年間で培った学力を再確認し、苦手科目を分析することで本格的に国家試験演習に取り組みます。これまで履修
した内容の復習、まとめとして問題集を用いた演習と解説を中心に行い、理解度を高めると同時に問題に慣れるように学
修します。さらに、個々の学生に対して面談を実施し、学修や進路に関する相談と指導を行います。この授業ではDP1に関
する知識、技能を習得します。

2. 授業の到達目標
　これまでに履修した科目の復習を行うことで、柔道整復師に必要な総合的な学力を修得し、国家試験レベルの問題を理
解できるようになることを目標とします。また、卒業後の進路や将来像を明確にし、就職活動や国家試験の学修に積極的
に取り組めるようになることを目標とします。

3. 成績評価の方法および基準
　単位認定は大学４年間を通し、学んだ内容に関する試験を実施します。必修問題8割、一般問題6割以上正解すること
が合格の条件となりますが、詳細は授業内で説明します。試験後に正解と教科書出題範囲を掲示しフィードバックを行いま
す。

4. 教科書・参考文献
教科書
　全国柔道整復学校協会が監修した、国家試験関連科目のテキストを持参して下さい。科目は授業の進行状況によって
指示をし、必要に応じて資料を配布します。

5. 準備学修の内容
　単位認定に関する試験の実施日や受業内容は、初回ガイダンスで説明します。試験の結果に応じて、面談を行う場合
があります。授業計画に沿って行いますが、進捗状況によって適宜調整しながら進めます。

6. その他履修上の注意事項

7. 授業内容
【第１回】 オリエンテーション：卒業までのスケジュール確認、就職に関しての説明をします。
【第２回】 実力試験：夏季休み中の夏期講習内容に沿った国家試験様式テストを行います。
【第３回】 国家試験演習と要点の解説１／国家試験総合問題（必修）

　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第４回】 国家試験演習と要点の解説２／国家試験総合問題（基礎）
　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第５回】 国家試験演習と要点の解説３／国家試験総合問題（応用）
　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第６回】 国家試験演習と要点の解説４／国家試験総合問題（臨床）
　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第７回】 総合試験１：国家試験様式230問の試験を実施します。
【第８回】 国家試験演習と要点の解説５／国家試験総合問題（必修）

　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第９回】 国家試験演習と要点の解説６／国家試験総合問題（基礎）
　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第10回】 国家試験演習と要点の解説７／国家試験総合問題（応用）
　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第11回】 国家試験演習と要点の解説８／国家試験総合問題（臨床）
　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第12回】 総合試験２：国家試験様式230問の試験を実施します。
【第13回】 個人面談と問題演習１／国家試験総合問題（初級）

　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第14回】 個人面談と問題演習２／国家試験総合問題（中級）
　　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。

【第15回】 個人面談と問題演習３／国家試験総合問題（上級）
　予習：次週実施する演習範囲の予習を行って下さい。演習範囲は授業時に指定します。
　復習：実力試験および毎演習時に不正解となった問題の正答を調べ、関連学修を行ってノートを作成して下さい。


